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広島県質屋，古物商等報償要綱の制定について（ 通達）

平成 年16 ３月 日26  
広捜三第 号警察本部長292  

改正 平成 年 28 １月広総務第 号 令和元年 月 日98  11 18  
各部長・ 参事官

各所属長

質屋，古物商等に対する報賞については，広島県質屋，古物商等報賞要綱により 運用してきたと こ

ろであるが， このたび， こ の要綱を改めて別添のと おり 制定し，平成 年16 ４月１日から施行するこ と

と したので， 運用上誤り のないよう にされたい。

なお，質屋，古物商等報賞制の改正について（ 昭和 年44 ３月 日付31 け広捜三第 号267 ） は， 平成16
年３月 日限31 り 廃止する。

別添

広島県質屋，古物商等報償要綱

第１ 目的

この要綱は，強盗，窃盗等の事件について警察官に捜査の端緒を提供するなど犯人の検挙及び被

害品の迅速な回復に協力した質屋，古物商等の功労に対して報償を行う こ と により ， 警察に対する

協力意欲を喚起し，捜査の効率化を図ると と もに犯罪の予防に資するこ と を目的と する。

第２ 適用範囲

報償の対象者は，県内における次の事業者と する。 ただし， 必要がある場合は，県外の事業者に

対しても報償するこ と ができる。

１( )  質屋
２( )  古物商
３( )  金属屑業者

第３ 報償の基準

１ 報償の基準は別表のと おり と し ， 別表の等級の区分に応じ，基準額の欄に定める額を交付する

ものと する。

２ 対象者が受けた損失の額が前１ の基準額を超える場合は，前１ の規定にかかわらず， その超え

た額に当該基準額の右欄に定める加算額の率を乗じて得た額と 当該基準額を合算した額を交付す

るものと する。 ただし， その合算額が３万円を超えると きは， ３万円と する。

第４ 報償の上申

１ 警察署長（ 以下「 署長」 と いう 。 ） は， 報償の基準に該当する事案があると 認めたと きは，当

該事案の調査を行い，速やかに，別記様式第１号の報償上申書により 刑事部捜査第三課長（ 以下

「 捜査第三課長」 と いう 。 ） に上申するものと する。

２ 報償の上申は，被報償者が他の警察署管内における事業者であっ ても協力を受けた警察署にお

いて手続を行う ものと する。

第５ 報償の審査，決定等

１ 捜査第三課長は，署長から上申があっ た報償について等級及び金額を決定するものと する。

２ 捜査第三課長は，等級及び金額を決定したと きは，別記様式第２号の報償通知書により 署長に

通知するものと する。

３ 署長は，前２の通知を受けたと きは，速やかに， 被報償者に通知すると と もに，口座振替依頼

書を徴して， これを捜査第三課長に進達するものと する。

第６ 報償金の交付

報償金は，口座振替の方法によっ て交付するものと する。

第７ 報償の事務

１ こ の要綱による報償の事務は，警察本部においては刑事部捜査第三課（ 以下「 捜査第三課」 と

いう 。 ） が， また，警察署においては窃盗事件の捜査を担当する係が処理するものと する。

２ 報償の処理経過については，捜査第三課に別記様式第３号の報償上申処理簿を備え付けて事務

処理を明らかにしておく ものと する。

３ 捜査第三課長は，警察本部長に，年度ごと に報償の事務処理について報告するものと する。
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別表

報償基準表

等級 認定基準

報償金額

基準額
損失に対する加

算額の率

１級

相手方を店内に待たせておき又はその者の

行き先を確かめるなどして直ちに警察官に連

絡し，犯人逮捕などに特に顕著な功労があっ た

場合

円10, 000  ％50

２級

当該質物等について盗品等の疑いがあると

認め，直ちに警察官に連絡して犯人の検挙など

に功労があっ た場合

円8, 000  ％30

３級

品触れ，警察官の依頼等により 当該質物等に

盗品等の疑いがあると 認め，警察官に連絡して

犯人の検挙などに功労があっ た場合

円6, 000  ％20

４級 その他犯人の検挙などに協力した場合 円 4, 000  ％10
（ 別記）

様式第１号

（ 第４関係）

様式第２号

（ 第６関係）

様式第３号

（ 第７関係）



（ 表）

年 月 日

刑事部捜査第三課長 様

警察署長

（ 課名）

報 償 上 申 書
協

住所，業別，
力

氏名及び年齢
者 （ 歳）

強 盗 窃 盗 恐 喝１( ) ２( ) ３( )
罪 名

詐 欺 横 領 その他４( ) ５( ) ６( )

前
事 被害年月日 年 月 日午 時 分頃

後

件
被 害 場 所

の

被 害 品 点 被害額 円
要

被害者の住所，
旨

氏名及び年齢 歳( ）

被疑者の住所，

氏名及び年齢 （ 歳）

質 （ 買） 受 前
年 月 日午 時 分頃

年 月 日 後

前
協 協力年月日 年 月 日午 時 分頃

後

力 有 無 無い理由（ ）名下指印の有無 １ ２( ) ( )

質（ 買）受品目 品目

数量金額等 数量 点 金額 円
の



（ 裏）

電話 口頭 出頭 その他（ ）状 連絡の 方法 １ ２ ３ ４( ) ( ) ( ) ( )

不審者 不正品の疑い 新聞風評等 品触れ１ ２( ) ( ) ３( ) ４( )
協力の 動機

盗品捜査 協力依頼 その他（ ）況 ５( ) ６( ) ７( )

その場に待たせて連絡 尾行し て連絡 質１( ) ２( ) ３( )
協力の 方法

（ 買） 受後に連絡 その他（ ）４( )

協

力

の

具

体

的

内

容

受 理 状 況 当直 捜査係 生安係 地域係 その他（ ）１ ２ ３ ４ ５( ) ( ) ( ) ( ) ( )
警

現逮 緊逮 通逮 不拘束１ ２ ３ ４( ) ( ) ( ) ( )
察 身柄の 処理

指名手配 その他（ ）５( ) ６( )
の

検挙年月日 年 月 日 送致年月日 年 月 日
処

余罪件数等 件 円
理

関係警察官 所属 階級 氏名

盗品の還付年月日 年 月 日

損失額 円 弁償額 円
協力者の損失及び

被疑者等弁償額

※ 級 円
主

管

課

記

載

欄

※注 欄は，刑事部捜査第三課において使用するので，記載しないこと 。



年 月 日

警察署長 様

刑事部捜査第三課長

報 償 通 知 書

報償上申のあっ た事案について，次のと おり決定したので通知する。

被 報 償 者
月番号 等級 報償金額

住所 氏名

級

級

級

級

級

級

級

級

級

級

級

級

級

級



報 償 上 申 処 理 簿

等 級課長 整理 上申 被報償者の住所， 報償決定
上申署課長 次席 係長

報償金額補佐 番号 年月日 業別及び氏名 年月日

級

円

級

円

級

円

級

円

級

円

級

円

級

円

級

円

級

円

級

円

級

円


